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第二次世界大戦の日本の行動（その1）  

大戦概要  

01602334 松山大学 湊晋平 MINATO Shimpei  

まえがき  

戦争の研究ほ転粥亀頭治学軍撃抑〕領域で採り上  

げるべきもので、経営学の対象として適切咋はないとの  

意見もあろうが．0Rの出発京劇まもともと戦争の研究  

から出発したものであり、戦略・戦術の研究も、企業行  

動の分析も本来「システムの競争＝㍉於て システムの  

主体がいかに裔斬勺に適切i謝るかから出発してい  

る。戦争御研究の先例として「失敗の楓  
（1）があるが．筆耕まこれから約10回にわたり第2  

次榔）日本が実施した朝晩朝敵行動翻勺立  

場から分析する。   
第2次大戦の日本の按利息一般こl柵 も  

しくl棚浄とよl瀞Tている。しかし、この鞍和ま  

日、独、伊の枢軸剛と米、英、ソ連およびシナの連合国  

側とカ棚欄を行し＼しかも各地齢）  
戦勢が深く関連し合っていたので第2次大戦の呼称が適  

切であると考える。   

1、地域の区分  
・アジア・太平洋地駄犬西洋・地中海地域∴東欧地域  

・に分けて、日本力聯睡したアジア・太平洋地域を中心に  

考察する。  

1．1アジア・太平洋地域  

戦和ま主に日本縮写が頓勢な米海・空革を相手i讃潤  

し、陸軍の主力はアジア大陸に無為に存在を余儀なくさ  

れ胡郷紆扶敗∴資源配分のあやまりを犯して敗化した。  
1．2大西洋・地坪海地域  

当弧欧州唾では独が払を撃披u憂勢であったが．大  
田群㈱囁り、北アフリカで連合軍が勝ち伊  
力潮壊する。やがて連合軍の北仏上陸（第二㈱実現で  

独l凍西の挟撃に耐えられず敗1ヒする。  
1．3東欧地域  

独の奇矧こソ連は大きく後退したが．冬将軍の到来と  
共によく持ちこたえ、スターリングラードの刻汚が逆転  

i救って、以後独は義戦しながら退印を動的レリン  
陥落にいたった。   

2、糖種過  

．第⊃k大観ま4つの時期に大別ほきる。   

2．1日本の鍬潮  
個39，9〔－1941，12；1941，12～1942，5）  

1939年酢ランド侵入賦 日本の鍬）1941  

年12月迄の椀弼静ま主に枢軸の優勢に搾杉した。すな  

わち1940年独のマジノ練租こ続くパリ陥落（ダンケ  

ルク舶、仏降伏があった。しかし独は美本土の制空  

権約こ失敗し、英本土上陸港あきらめ、攻撃をソ連に  

向l比   

日本l胡洲の独瑚斯りを見て「ノ℃くに遅れるな」と、日  

独伊の≡国同盟朝猷虎訊 この結果日米嘲転に  

失敗し、遂に日米戦争に突入した絹観こ於いて日本は  

攻勢を取り成功し、戦線を翁敷こ拡大したが．やがて国  

力の曜科こ彗l陸した。  

2．2決戦期（1942，6～1943，㊥   

日本はミッドウェイ梅戦につまずき、やがてソロモン  

諸島での日米梅軍の激戦が続いたが国力の限界と偶  

のまずさから勝利を得ることカ叩きず撤退した山本G  

F長柵ま日本側ヒを象徴している。  
独も北阿及び涛割関線に攻勢をとったが．東部戦線で  

は作戦狂）醗から勝則を逸レスターt」ングラードの  

悲削批］脚抑巨力から地榊鵬権を逸  
し、敗退した。伊のムッソリーニは失脚U早々に降伏し  

た   

2．3脚（194a5～19他の   
日本は国力の衰退からじりじりと押されついにマリ  

アナ決戦葛批この期≡瓢茹磯紅琶闇に対し、  

東条首相以下トッ鳩窮酔障㈹巨さは撤しく  
春められねばならなし㌔   

欧州でも連合国軍のノノレアンディーの上陸が独の必  

死の防戦にかかわら職功した。これと並行してソ連も  

攻勢を採り、独は善戦しながらも後退した。   

2．4敗戦期（19447～1945，め   

勝利の見通しのなくなったなかで、日独はよく健謁  

した日本瑚嚇階鄭酢聴軸象沖脂〕蓮如称えら  

れるべきものである。反面、日棚のトップ＼〃瀬戦  

へ咽きヂさは外交・情報能力の欠如として  

今後も深く検討すべき事項である。   
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第二次世界大戦年表  

首相   太平洋・アジア地域  東欧地域   

（日一米嵐蘭，シ）   
6  

（独■伊）  

米閃光政  
昭和15年7  伊参戦  

（1940年）8   美本土航空戦   
9  ‾‾「‾1   □ ロ 岬独伊三国同盟 ロ t  

10  
11参  
12  近  ■   
1 闇‾  ゝ；′  

昭和16年 2  
（1941年）3 前  

衛   ロ l  

4  ロ     文   日ソ中立条約   独、ギリシア占領   
5 期  
6  独、ソ連攻撃  

麿   米英蘭対日禁輸     ⊥．   ロ l ロ  
l  

モスクワ戦緑で独停頓  
り＼ウイ・マレー沖海戦   
マ＿フ‡  

昭和17年  ル珊  
（1942年）   

期  

1  ！珊瑚海海戦   

lミッドウェイ海戦  ロンメルの反攻  独星李大攻勢  

l   

9互  
10角  l ロ  エル・アライメンの戦闘  

11の  南太平洋海戦   ソ連スターリンクラードて  

条  反攻  

12 決  
英  スターリング●ラード  

独軍降伏   

機  

アツツ玉砕  

（ムッソリーニ失脚）  クルスク会戦  
8防  
9戦  伊降伏  

10－  

11万  タラワ玉砕  

12の  ソ連冬季攻勢   
ラララ葛慧■襲 

‖‖…‾‾‾  
1表  

昭和19年2退  対独戦略爆撃  
（1944年）3期   ラバウル撤退  

4   

5  インパール作戦  
ノルマンティー上陸   

マリアナさ甲海戦  （ヒトラー暗殺未遂）  

ワルシャワ蜂起  
ルーマニア敗北   

6   

絶  

一独アjレデジヌ攻勢笑貯‾  

昭和20年2敗  

ベルリン攻防戦   

独降伏  

望  

7  鈴木 
犬  
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